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１ 2030年（令和12年）に向けた赤穂市の将来像 

 

～ これからのまちづくりに向けて ～ 

人口減少社会を迎え、これからのまちづくりは、これまでのような右肩上がりの拡大・成長

を目標とするような方向性から、市民や来訪者等の多様なライフスタイル※１や価値観に対応

した新しいまちづくりへの方向性が求められています。 

赤穂市においても、将来的に人口規模やまちの規模は小さくなることが予測されますが、

一方で、私たちの暮らしが充実感に欠けるものになることは避けなければなりません。 

これからのまちづくりは、人口規模等の縮小を前提にしながらも、「誰一人取り残さない」、

「あらゆる主体が持続可能な社会を目指す」といったＳＤＧs（持続可能な開発目標）の理念を

取り入れたまちづくりを推進し、市民や来訪者等の喜びと充実感を現在以上に高め、豊かさや

暮らしの満足感がより大きなものとなるようなまちづくりを進めていく必要があります。 

 

～ まちづくりの3つの視点 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０３０赤穂市ビジョン 第１章 

人口減少抑制の視点 

 将来的な人口の減少は避けられませんが、赤穂市としての市政運営を安定的・持

続的なものとするために、人口減少の抑制を図るとともに、少子高齢化に適切に対

応できるまちづくりの方向性が重要です。 

地域共生社会構築の視点 

 将来的な人口構造等の変化を踏まえながら、官民を問わず、サービスの“支え

手”“受け手”といった関係を超え、市民や地域の多様な主体が参画しつながるこ

とで、一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会（地域共生社

会）の実現を目指すまちづくりの方向性が重要です。 

※１ライフスタイル…生活の様式や価値観。 
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1978年（昭和53年）ごろの播州赤穂駅北周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年（令和2年）現在 




